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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第81期

第２四半期
連結累計期間

第82期
第２四半期
連結累計期間

第81期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 （百万円） 7,334 7,044 15,838

経常利益 （百万円） 307 260 1,105

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 218 224 822

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 458 704 1,067

純資産額 （百万円） 35,282 36,347 35,774

総資産額 （百万円） 42,332 44,519 43,281

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 100.18 103.02 376.76

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 83.3 81.6 82.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 3,289 1,241 2,245

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,257 203 △1,579

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △92 △138 △218

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 15,034 12,332 11,024

 

回次
第81期

第２四半期
連結会計期間

第82期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益又は１

株当たり四半期純損失（△）
（円） △6.30 88.95

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。第81期の期

首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

５．第81期及び第82期第２四半期連結累計期間の１株当たり当期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平

均株式数については、「株式交付信託（従業員向け株式交付信託）」制度の信託財産として日本トラス

ティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定し

ております。

６．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

 

（工作機械製造事業）

当第２四半期連結会計期間において、当社は、株式会社ケイシステックニジューサンの全株式を取得し、同社及び

その子会社１社を連結の範囲に含め、工作機械製造事業に進出いたしました。

この結果、平成30年９月30日現在では、当社グループは、当社、子会社10社、関連会社１社、その他の関係会社１

社により構成されております。

　なお、当第２四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 

１ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については、遡及処理後の前連結会計年度の数値で比較を行ってお

ります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や個人消費の持ち直しなど、総じて緩や

かな回復基調が継続しておりますが、一方で昨今の自然災害の発生や通商問題の動向など、景気の先行きは依

然として不透明な中で推移しております。

当第２四半期連結累計期間における連結損益は、完成工事高70億4千万円(前年同期比2億8千万円減・4.0％

減)、営業利益5千万円(前年同期比1億2千万円減・67.7％減)、経常利益2億6千万円(前年同期比4千万円減・

15.2％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益2億2千万円(前年同期比6百万円増・2.8％増)となりました。

なお、当社は平成30年９月26日に締結した株式譲渡契約により、株式会社ケイシステックニジューサンの全

株式を取得して子会社化を致しました。また、当該子会社を連結子会社として連結の範囲に含めたことによ

り、報告セグメントに「工作機械製造事業」を追加しておりますが、みなし取得日を当第２四半期連結会計期

間末としたことから、当該子会社の業績を連結損益計算書に含めておりません。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、各セグメントの業績数値につきましては、セグメント間の内部取引高を含めて表示しております。

 

①鋼構造物製造事業

鋼構造物製造事業の受注高は、第１四半期における東北地区での実績に加えて、北陸新幹線や民間鉄道関

連等の受注により、当第２四半期連結累計期間の総受注高は72億5千万円(前年同期比28億2千万円増・63.7％

増)となりました。

四半期損益につきましては、新設橋梁工事や保全工事における設計変更の獲得や大型橋梁工事の現場部門

における原価低減などの好材料はありましたが、手持工事の小型化や民間物件等の低採算物件などが主力で

あったことから、完成工事高56億3千万円(前年同期比5億2千万円減・8.5％減)、営業損失2千万円(前年同期

は9千万円の営業利益)となりました。

 

②不動産賃貸事業

不動産賃貸事業における四半期損益につきましては、前期の大型オフィスビル物件による収益増加によ

り、売上高3億9千万円(前年同期比7千万円増・23.0％増)、営業利益2億3千万円(前年同期比3千万円増・

17.9％増)となりました。

 

③材料販売事業

材料販売事業につきましては、厚板部門では、当社との取引数量の大幅な減少による収益の落ち込みはあ

りましたが、レベラー部門及び鉄筋・建材部門では、販売数量が増加したことから、売上高14億2千万円（前

年同期比4百万円減・0.3％減)、営業損失1千万円（前年同期は4千万円の営業利益）となりました。

 

④運送事業

運送事業につきましては、当社製品輸送の取引量増加と輸送コストの上昇から、売上高4億円（前年同期比

1億9千万円増・97.5％増）、営業利益2千万円（前年同期は1百万円の営業利益）となりました。
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当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は445億1千万円(前連結会計年度末比12億3

千万円増・2.9％増)となりました。流動資産は、217億8千万円(前連結会計年度末比7千万円増・0.3％増)、固

定資産は、227億3千万円(前連結会計年度末比11億6千万円増・5.4％増)となりました。

負債は81億7千万円(前連結会計年度末比6億6千万円増・8.9％増)となり、それぞれ、流動負債は38億4千万円

(前連結会計年度末比1億3千万円増・3.5％増)、固定負債は43億2千万円(前連結会計年度末比5億3千万円増・

14.1％増)となりました。純資産は、363億4千万円(前連結会計年度末比5億7千万円増・1.6％増)となりまし

た。

この結果、自己資本比率は81.6％となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果は、売上債権の回収及び未成工事受入金の増加により12億4千万円の資金収入(前年同期比

は20億4千万円の収入減・62.3％減)となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果は、有価証券の売却及び償還による収入及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に

よる収入により2億円の資金収入(前年同期比10億5千万円の収入減・83.8％減)となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果は、配当金の支払などから1億3千万円の資金支出(前年同期比4千万円の支出増・49.5％増)

となりました。

(現金及び現金同等物)

上記の要因により、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、13億円の資金増加(前年同

期比31億4千万円減・70.6％減)となりました。また、現金及び現金同等物の期首残高は、110億2千万円(前年

同期比4億4千万円増・4.2％増)であったため、現金及び現金同等物四半期末残高は123億3千万円(前年同期末

比27億円減・18.0％減)となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は0百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せ　ん。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成30年９月26日に株式会社ケイシステックニジューサンの株式を100％を取得し子会社化する株式譲

渡契約を決議し、同日付で株式譲渡契約を締結しました。詳細につきましては、「第４ 経理の状況 １ 四半期連

結財務諸表 注記事項（企業結合等関係）に記載のとおりです。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,175,100

計 7,175,100

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,697,600 2,697,600

東京証券取引所

（市場第二部）

名古屋証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株

であります。

計 2,697,600 2,697,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成30年９月30日 － 2,697,600 － 1,361 － 389
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己株式を
除く。）の総数に対する
所有株式数の割合（％）

瀧上精機工業株式会社 名古屋市中川区富川町3-1-3 446 20.26

株式会社メタルワン 東京都千代田区丸の内2-7-2 142 6.48

株式会社ジーグ 名古屋市瑞穂区彌富町紅葉園55 110 5.00

瀧上　茂 名古屋市天白区 107 4.90

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 103 4.71

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内2-6-1 84 3.84

小林　茂 新潟県新発田市 66 3.04

瀧上　晶義 名古屋市瑞穂区 49 2.25

高畑　一貴 滋賀県草津市 42 1.91

鈴木　伍郎 名古屋市守山区 37 1.68

計 － 1,190 54.07

（注）当社所有の自己株式495千株は上記から除いております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式         495,400
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式       2,178,700 21,787 －

単元未満株式 普通株式          23,500 － －

発行済株式総数 2,697,600 － －

総株主の議決権 － 21,787 －

（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式44株が含まれております。

２．「完全議決権株式(その他)」の株式数には、従業員インセンティブ・プラン「従業員向け株式交付信託」制度

の信託財産として所有する当社株式19,800株、また議決権の数には198個を含めております。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合（％）

（自己保有株式）

瀧上工業株式会社

愛知県半田市神明町

一丁目１番地
495,400 － 495,400 18.36

計 － 495,400 － 495,400 18.36

（注）従業員インセンティブ・プラン「従業員向け株式交付信託」制度の信託財産として日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）が保有する当社株式19,800株は、上記に含めておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

瀧上工業株式会社(E01364)

四半期報告書

 8/23



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、五十鈴監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 11,394 12,802

受取手形・完成工事未収入金等 ※１ 8,785 ※１ 7,729

有価証券 1,000 500

商品及び製品 41 33

未成工事支出金 94 262

材料貯蔵品 122 128

その他 276 331

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 21,714 21,787

固定資産   

有形固定資産   

賃貸不動産（純額） 6,483 7,080

その他（純額） 5,228 5,006

有形固定資産合計 11,712 12,086

無形固定資産   

ソフトウエア 36 28

その他 8 6

無形固定資産合計 44 35

投資その他の資産   

投資有価証券 9,557 10,269

その他 255 343

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 9,809 10,609

固定資産合計 21,567 22,732

資産合計 43,281 44,519

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 ※１ 2,383 2,158

未成工事受入金 42 541

未払法人税等 186 50

工事損失引当金 309 351

その他の引当金 291 209

その他 500 532

流動負債合計 3,713 3,844

固定負債   

その他の引当金 225 276

退職給付に係る負債 908 918

繰延税金負債 2,363 2,572

その他 296 560

固定負債合計 3,793 4,327

負債合計 7,507 8,172
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,361 1,361

資本剰余金 423 423

利益剰余金 32,659 32,752

自己株式 △2,756 △2,755

株主資本合計 31,688 31,782

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,151 4,625

退職給付に係る調整累計額 △65 △60

その他の包括利益累計額合計 4,085 4,565

純資産合計 35,774 36,347

負債純資産合計 43,281 44,519
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

完成工事高 7,334 7,044

完成工事原価 6,432 6,225

完成工事総利益 902 819

販売費及び一般管理費 ※１ 717 ※１ 760

営業利益 184 59

営業外収益   

受取利息 4 3

受取配当金 99 175

賃貸収入 14 17

その他 12 12

営業外収益合計 132 209

営業外費用   

為替差損 0 －

自己株式の取得に関する付随費用 3 2

賃貸費用 4 5

営業外費用合計 9 7

経常利益 307 260

特別利益   

投資有価証券売却益 50 1

会員権売却益 － 35

負ののれん発生益 － 6

特別利益合計 50 42

特別損失   

固定資産除却損 7 2

投資有価証券売却損 5 －

その他 2 0

特別損失合計 15 2

税金等調整前四半期純利益 342 301

法人税、住民税及び事業税 89 77

法人税等調整額 34 △1

法人税等合計 124 76

四半期純利益 218 224

親会社株主に帰属する四半期純利益 218 224
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 218 224

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 233 473

退職給付に係る調整額 6 5

その他の包括利益合計 240 479

四半期包括利益 458 704

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 458 704

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 342 301

減価償却費 220 241

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

負ののれん発生益 － △6

賞与引当金の増減額（△は減少） 6 △7

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △32 △57

工事損失引当金の増減額（△は減少） △43 42

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 17 15

受取利息及び受取配当金 △104 △178

為替差損益（△は益） 0 △1

自己株式の取得に関する付随費用 3 0

固定資産除却損 0 2

固定資産売却損益（△は益） 7 1

投資有価証券売却損益（△は益） △45 △1

会員権売却損益（△は益） 1 △35

株式給付引当金の増減額（△は減少） － 12

売上債権の増減額（△は増加） 3,346 1,072

たな卸資産の増減額（△は増加） 5 △123

前渡金の増減額（△は増加） △29 △5

仕入債務の増減額（△は減少） △636 △268

未成工事受入金の増減額（△は減少） △46 498

未払消費税等の増減額（△は減少） 162 36

その他 181 △82

小計 3,370 1,453

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △80 △212

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,289 1,241

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △0

定期預金の払戻による収入 180 －

利息及び配当金の受取額 104 178

有価証券の取得による支出 △200 －

有価証券の売却及び償還による収入 － 500

有形固定資産の取得による支出 △455 △597

有形固定資産の売却による収入 15 0

投資有価証券の取得による支出 △4 △0

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,606 1

会員権の売却による収入 4 35

関係会社貸付けによる支出 △30 △30

関係会社貸付金の回収による収入 30 30

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
－ 140

その他 5 △54

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,257 203
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △4 △0

自己株式の処分による収入 － 1

配当金の支払額 △109 △132

その他 21 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △92 △138

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,454 1,308

現金及び現金同等物の期首残高 10,580 11,024

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 15,034 ※１ 12,332
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

①連結の範囲の重要な変更

当社は平成30年９月26日に締結した株式譲渡契約により、株式会社ケイシステックニジューサンの全株式

を取得して子会社化をし、当該子会社及びその子会社１社を連結子会社として連結の範囲に含めておりま

す。また、みなし取得日を当第２四半期連結会計期間末としているため、当第２四半期連結会計期間は貸借

対照表のみ連結しております。

 

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債区分に表示しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 21百万円 8百万円

支払手形 4 －

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日

　　至　平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日

　　至　平成30年９月30日）

給料賃金 259百万円 280百万円

従業員賞与引当金繰入額 40 41

退職給付費用 13 14

役員退職慰労引当金繰入額 15 15

株式給付引当金繰入額 － 6

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

現金預金 15,425百万円 12,802百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △390　〃 △470　〃

現金及び現金同等物 15,034百万円 12,332百万円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 109 5.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月14日

取締役会
普通株式 109 5.00 平成29年９月30日 平成29年12月11日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額は基準日が平成29年９月30日であるため、平成29年10月１日付の株式併合前の金額を

記載しております。

 

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 132 60.00 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金

（注）1.１株当たり配当額は基準日が平成30年３月31日であるため、平成29年10月１日を効力発生日とした10株

を１株とする株式併合後の金額を記載しており、創立80周年記念配当10円を含んでおります。

2.配当金の総額には、従業員向け株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金1百万円が含まれてお

ります。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月14日

取締役会
普通株式 110 50.00 平成30年９月30日 平成30年12月10日 利益剰余金

（注）1.１株当たり配当額は基準日が平成30年３月31日であるため、平成29年10月１日を効力発生日とした10株

を１株とする株式併合後の金額を記載しており、創立80周年記念配当10円を含んでおります。

2.配当金の総額には、従業員向け株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金1百万円が含まれてお

ります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 

鋼構造物

製造事業

不動産

賃貸事業

材料販売

事業
運送事業

工作機械

製造事業
計

売上高           

外部顧客への売上高 6,165 320 770 57 － 7,313 21 7,334 － 7,334

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 658 145 － 803 － 803 △803 －

計 6,165 320 1,428 202 － 8,117 21 8,138 △803 7,334

セグメント利益 92 198 42 1 － 334 9 344 △159 184

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を含んでおりま

す。

２　調整額の「セグメント間の内部売上高又は振替高」には、セグメント間取引の消去額△803百万円及び「セ

グメント利益」には、セグメント間取引の消去額△4百万円、セグメント間未実現利益の消去額2百万円及び

親会社本社の総務部門等管理部門に係る全社費用△157百万円を含んでおります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 

鋼構造物

製造事業

不動産

賃貸事業

材料販売

事業
運送事業

工作機械

製造事業
計

売上高           

外部顧客への売上高 5,638 393 891 101 － 7,025 19 7,044 － 7,044

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 532 299 － 832 － 832 △832 －

計 5,638 393 1,424 400 － 7,857 19 7,877 △832 7,044

セグメント利益又は損失

（△）
△21 234 △19 20 － 213 9 222 △163 59

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を含んでおりま

す。

２　調整額の「セグメント間の内部売上高又は振替高」には、セグメント間取引の消去額△832百万円及び「セ

グメント利益又は損失（△）」には、セグメント間取引の消去額△2百万円、セグメント間未実現利益の消

去額4百万円及び親会社本社の総務部門等管理部門に係る全社費用△164百万円を含んでおります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの追加）

　当社は平成30年９月26日に締結した株式譲渡契約により、株式会社ケイシステックニジューサンの全株式を取

得して子会社化を致しました。また、同社及びその子会社１社を連結子会社として連結の範囲に含めたことによ

り、報告セグメントに「工作機械製造事業」を追加致しました。

　当該連結子会社については、みなし取得日を当第２四半期連結会計期間末としたことから、当第２四半期連結

累計期間は損益計算書を連結していないため、「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関

する情報」の各報告セグメントに係る記載はありません。

　なお、前第２四半期連結累計期間セグメント情報は当第２四半期連結累計期間の報告セグメント区分に基づき

作成したものを開示しております。

 

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

（子会社の取得による資産の著しい増加）

　上記の「２．報告セグメントの変更等に関する事項」に記載の通り、当第２四半期連結会計期間より、報告セ

グメントに「工作機械製造事業」を追加いたしました。

　これに伴い「工作機械製造事業」セグメントの資産は851百万円増加しております。
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（金融商品関係）

当第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との

差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

時価のあるその他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっておりますが、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動がないため記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

（取得による企業結合）

当社は、平成30年９月26日開催の取締役会に基づき、同日付で株式会社ケイシステックニジューサンの株式を取

得しました。

１　企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及び事業の内容

　　　被取得企業の名称　　　　株式会社ケイシステックニジューサン及びその子会社１社

　　　事業の内容　　　　　　　工作機械、自動車用工作機械、冶工具等の設計・製作及び販売

（２）企業結合を行った主な理由

　　　　当社グループは、「入札だけに頼らない企業体を作る」という多角化概念のもと、不動産事業や海外事

　　　業を推進する傍ら、強固な財務基盤を活かして積極的な投資を行っております。

　　　　株式会社ケイシステックニジューサンは、自動車用部品組付機等の設計・製作・修理を行っており、高

　　　い技術力を強みとして、今後も当該分野において高いニーズが存在し成長も期待できることから、当社グ

　　　ループの収益性向上が見込めるものと考え、株式取得をするものであります。

（３）企業結合日　　　　　　　平成30年９月30日（みなし取得日）

（４）企業結合の法的形式　　　現金を対価とする株式取得

（５）結合後企業の名称　　　　企業結合後の名称変更はありません。

（６）取得した議決権比率　　　100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

　　　現金を対価とした株式取得により、被取得企業の議決権の100％を取得したことによります。

 

２　四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　　当第２四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書には、被取得企業の業績は含まれておりません。

 

３　被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　　取得費用（現金）　　　　　　　　　　　399百万円

 

４　主要な取得関連費用の内容及び金額

　　アドバイザリー費用等　　　　　　　　　 13百万円

 

５　負ののれん発生益の金額及び発生原因

（１）負ののれん発生益の金額

　　　6百万円

（２）発生要因

　　　企業結合時に受け入れた時価純資産が取得原価を上回ったためであります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 100円18銭 103円02銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
218 224

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
218 224

普通株式の期中平均株式数（株） 2,182,853 2,182,210

（注）　1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2.当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しており、前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

3.「株式交付信託（従業員向け株式交付信託）」制度に関する日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口）が所有する自社の株式は、１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控

除する自己株式に含めております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成30年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………110百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………50円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年12月10日

（注） 平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月13日

瀧上工業株式会社

取締役会　御中

 

五十鈴監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安　 井　 広　 伸　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中　 出　 進　 也　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている瀧上工業株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、瀧上工業株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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